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なりたい自分になれましたか？

 特集●都市と交通の未来形

暮らしと移動に、運動を。
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【表紙解説】

東京近郊にお住まいのAさん。

毎朝、犬の散歩に出る奥さんとともに家を出ます。

犬を連れて走る奥さんの後姿を見送り、10分ほど私鉄の駅まで

歩きます。

そこから電車に揺られて30分、ターミナル駅で地下鉄に

乗り換えて10分、地下鉄の駅から会社まで歩いて5分。

会社では、デスクワークと会議で座りっぱなし。

最近、お腹が気になりだすも「まだ大丈夫」と見ないふり。

今日もお仕事に励むかたわら、メタボも少し気になりだしました。

【表紙解説】

03 -09 特集●都市と交通の未来形

 暮らしと移動に、運動を。
 なりたい自分になれましたか？

10-13 連載1●リニューアル探検隊が行く！

 朝日プラザ千里住宅
14-15 連載 2●安全・安心を科学する

 子ども連れで出かける際の
 留意点
 子どもの安全と都市・交通
16 交通の快楽

 観光立国・日本の鍵は
 地方空港にあり

vol.15  2008

vol.15 2008
安全で快適なエレベーターの未来をデザインする

今号の東芝エレベータ広報誌「 F U T U R E  DESIGN」Vol .15 に対する

ご感想をお聞かせください。抽選で10名さまに「特選品」をお送りします。

今号の特選品は、歩数計「オムロン ヘルスカウンタ

Walk i ng  style HJ-710IT」です。パソコンで

本格的なデータ管理が可能で、インターネットで

情報を得られるネットワーク対応の歩数計です。

●応募方法
同封のはがきまたは FAX用紙、
E-mailでご意見をお送りください。

●締め切り
2008年10月31日到着分まで有効。

アンケートにご協力ください

このたび、6月24日付をもちまして、

代表取締役社長に就任いたしました。

今後とも、お客さまの忌憚の無いお

声を聞かせいただくこととともに、

引き続き一層のご愛顧賜わりますよう

衷心よりお願い申し上げます。

東芝エレベータ株式会社

代表取締役社長木村俊一
きむら　　しゅんいち
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2
0
0
8
年
4
月
か
ら
始
ま
�
た
特
定

健
診
制
度︵
糖
尿
病
等
の
生
活
習
慣
病
に
関

す
る
健
康
診
査
︶
に
よ
り
�
メ
タ
ボ
リ
�

ク
シ
ン
ド
ロ
�
ム
と
い
う
単
語
が
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
�
メ
タ
ボ
リ
�
ク
シ

ン
ド
ロ
�
ム
と
は
�
内
臓
脂
肪
の
蓄
積

が
関
係
し
て
お
り
�
内
臓
脂
肪
型
肥
満

の
人
が
�
高
血
糖
�
脂
質
異
常
�
高
血

圧
な
ど
を
合
併
し
た
状
態
の
こ
と
を
言

い
ま
す
�

メ
タ
ボ
リ
�
ク
シ
ン
ド
ロ
�
ム
の
解
消

に
は
�
適
度
な
運
動
と
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
食
事
習
慣
が
有
効
だ
と
さ
れ
て
い

ま
す
�
こ
の「
適
度
な
運
動
」
を
日
常

に
取
り
入
れ
る
の
は
な
か
な
か
大
変
で

す
が
�
あ
な
た
の
周
り
の
人
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
で
し
�
う
か
?

「
適
度
な
運
動
」
と
密
接
に
関
わ
る
交

通
機
関
の
利
用
と
運
動
に
つ
い
て
調
べ

ま
し
た
�

特
集
●
都
市
と
交
通
の
未
来
形

な
り
た
い
自
分
に
な
れ
ま
し
た
か
？

暮
ら
し
と
移
動
に
�

運
動
を
�

表紙・本文イラスト：北村ケンジ
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調査概要
2008年 6月中旬、インターネットを通じてアンケート調査を実施。
有効回答件数は計 520人。
対象者は、普段から健康に気をつかっている、20代から 60代の社
会人（会社員）男女（各年代男女 52人ずつ）。
調査協力：株式会社マクロミル

若い人ほど疲れてる !?

今日も一日
がんばれますか？

20
〜
30
代
は
疲
れ
て
い
る
？

　
現
代
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
は
、

自
分
の
体
に
つ
い
て
ど
う
思
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
「
健
康
」

を
テ
ー
マ
と
し
、
20
代
か
ら
60
代

の
社
会
人
（
会
社
員
）
で
、
普
段

か
ら
健
康
に
気
を
使
っ
て
い
る
人

を
対
象
と
し
て
行
っ
た
。

　
具
体
的
な
結
果
を
見
て
み
よ

う
。
ま
ず
「
最
近
の
健
康
状
態
や

日
頃
の
習
慣
」
を
調
査
し
た
結
果

（
Q
1

参
照
）

、「
疲
れ
や
す
い
と
思

っ
て
い
る
」
と
の
回
答
は
全
体
で

約
７
割
と
突
出
し
た
結
果
と
な
っ

た
。「
電
車
で
席
が
空
い
て
い
れ

ば
な
る
べ
く
座
り
た
い
」（
59
・
０

％
）や「
徹
夜
が
で
き
な
く
な
っ
た
」

（
55
・
０
％
）
と
の
回
答
も
半
数
以

上
を
占
め
た
。

　
年
代
別
で
見
る
と
、「
疲
れ
や

す
い
」
と
答
え
た
回
答
者
の
う
ち
、

特
に
目
立
っ
た
の
は
20
〜
30
代
の

男
性
で
あ
っ
た
。
ま
た
、「
電
車

で
席
が
空
い
て
い
れ
ば
な
る
べ
く

座
り
た
い
」「
徹
夜
が
で
き
な
く

な
っ
た
」
の
2
項
目
は
30
代
女
性

の
7
割
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
。

　
調
査
結
果
か
ら
は
、「
元
気
な

お
年
寄
り
と
疲
れ
た
若
い
人
」
と

い
う
結
果
が
見
て
取
れ
る
。
む
し

ろ
、
歳
を
と
る
ほ
ど
、
疲
れ
を
感

じ
て
い
る
人
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
調
査
対
象
は
健
康
に
気

を
遣
っ
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ

ン
で
あ
る
。
若
い
人
た
ち
は
酷
使

さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
な
の

だ
ろ
う
か
。

　
一
方
、「
最
近
の
運
動
量
」
に

つ
い
て
は
、「
も
う
少
し
増
や
す

べ
き
だ
と
思
う
」「
全
く
足
り
な

い
と
思
う
」
と
の
結
果
が
約
半
数

を
占
め
、
全
体
に
不
足
を
訴
え
る

人
が
目
立
っ
た
。「
適
度
な
運
動

量
だ
と
思
う
」
と
の
回
答
が
2
割

を
超
え
る
の
は
60
代
以
上
の
み
で

あ
り
、
逆
に
働
き
盛
り
の
運
動
不

足
が
垣
間
見
え
る
結
果
と
な
っ
た
。

最近のあなたの健康状態について教えてください。Q1

78.820代

80.830代

67.340代

65.450代

40.460代

78.820代

76.930代

76.940代

71.250代

55.860代

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

0% 20% 40% 60% 80% 100%

69.2

59.0

55.0

44.0

41.9

40.0

27.1

25.2

22.1

18.7

4.8

3.8

電車で席が空いていれば
なるべく座りたい

徹夜ができなくなった

少し走っただけで
動悸が激しくなる

運動した後の回復が遅くなった

階段を上がるのがつらくなった

量をたくさん食べられなくなった

すぐに体調が悪くなる

汗をかきやすくなった

二日酔いの回復が遅くなった

移動する時は歩かないで
タクシーに乗る

その他

疲れやすいと思っている

疲れやすいと思っている人の年代別割合
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「
理
想
の
自
分
」
に
は
ほ
ど
遠
い
!?

自分の体型に満足
してますか？

あなたは自分の体形について自分ではどのように感じていますか？Q2-1

特集●都市と交通の未来形

暮らしと移動に、運動を。

■非常に太っていると思っている
■やや太り気味だと思っている
■ちょうどよいと思っている
■やややせ気味だと思っている
■非常にやせていると思っている

運動するのがおっくうだから

時間が足りないから

運動する環境が整っていないから

運動そのものが好きでないから

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

59.3

56.5

31.3

19.1

3.0

あなたが運動不足の原因だと思う理由についてお答えください。Q2-2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合   計 9.8 47.5 27.5 12.1 3.1

男性

20 代

30 代

40 代

50 代

60 代

7.7

11.5

19.2

5.8

3.8

32.7

50.0

53.8

50.0

42.3

 28.8

17.3

17.3

30.8

42.3

19.2

15.4

7.7

11.5

9.6

5.8

1.9

1.9

1.9

11.5

20 代

30 代

40 代

50 代

60 代

13.5

9.6

9.6

3.8

13.5

48.1

55.8

57.7

48.1

36.5

21.2

30.8

21.2

30.8

34.6

13.5

1.9

9.6

17.3

15.4

3.8

1.9

1.9

女性

合   計 9.6 45.8 27.3 12.7 4.6

合   計 10.0 49.2 27.7 11.5 1.5

「
運
動
は
お
っ
く
う
」
約
６
割

　
自
分
の
健
康
状
態
へ
の
意
識
に

つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
自
分

の
体
形
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
を

調
査
し
た
と
こ
ろ
（
Q
2

—

1
参
照
）、

「
非
常
に
太
っ
て
い
る
と
思
う
」

「
や
や
太
り
気
味
だ
と
思
う
」
と

の
回
答
は
合
計
で
57
・
３
％
と
な

り
、
約
６
割
近
く
が
自
分
を
肥
満

だ
と
感
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
性
別
・
年
代
別
で
は
、
40
代

男
性
が
73
・
０
％
と
も
っ
と
も
多

く
、
20
〜
40
代
の
女
性
で
も
敏
感

な
反
応
が
見
ら
れ
た
。
一
方
、
例

え
ば
20
代
男
性
で
は
太
り
す
ぎ
だ

と
い
う
意
識
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な

く
、
肥
満
へ
の
イ
メ
ー
ジ
に
は
性

別
や
年
代
に
よ
る
差
が
み
ら
れ
た
。

　
ま
た
こ
う
し
た
意
識
と
関
連
し

て
「
運
動
不
足
に
な
る
原
因
」
に

つ
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
（
Q
2

—

2
参
照
）、「
運
動
す
る
の
が
お
っ

く
う
だ
か
ら
」「
時
間
が
足
り
な

い
か
ら
」
と
の
回
答
が
も
っ
と
も

多
か
っ
た
。「
運
動
が
お
っ
く
う

だ
」
と
の
回
答
は
ど
の
年
代
に
も

多
い
が
、
特
に
20
代
・
30
代
の
男

性
で
は
「
時
間
が
足
り
な
い
」
が

ト
ッ
プ
を
占
め
た
の
が
特
徴
的
で

あ
っ
た
。

　
そ
れ
で
は
、
健
康
維
持
の
た
め

に
は
、
具
体
的
に
は
ど
ん
な
こ
と

を
行
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。「
健

康
維
持
の
た
め
に
行
っ
て
い
る
こ

と
」
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、「
食

生
活
に
気
を
つ
け
て
い
る
」
が
全

体
で
約
６
割
と
多
く
、
以
下
「
無

理
を
し
な
い
」「
睡
眠
を
十
分
に

と
る
」と
続
い
た
。
し
か
し「
運
動
・

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
」
は
26
・
７
％

に
と
ど
ま
っ
た
。

　
実
施
し
や
す
い
も
の
か
ら
順
番

に
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
が
、

運
動
は
敷
居
が
高
い
よ
う
だ
。

　
年
代
別
で
は
、
30
代
男
性
だ
け

は
食
生
活
も
含
め
て
ど
の
項
目
も

４
割
程
度
を
下
回
り
、
あ
ま
り
健

康
に
気
を
遣
っ
て
い
な
い
こ
と
が

う
か
が
え
た
。
一
方
、
60
代
に
な

る
と
非
常
に
健
康
意
識
が
高
く
な

る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
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歩
け
る
機
会
に
は
歩
く
工
夫

　
日
常
生
活
の
中
で
歩
く
機
会
を

増
や
す
こ
と
も
、
運
動
量
を
増
や

す
こ
と
に
つ
な
が
る
。
そ
こ
で
今

回
は
通
勤
時
に
お
け
る
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
利
用

率
に
つ
い
て
も
調
査
し
て
み
た
（
Q

３

—

1
参
照
）。

　「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
る
場
所

で
な
る
べ
く
歩
く
よ
う
に
し
て
い

ま
す
か
」
と
の
設
問
に
対
し
て
は
、

「
利
用
階
数
・
距
離
に
よ
っ
て
は

歩
く
」
と
の
回
答
が
圧
倒
的
に
多

く
、過
半
数
を
占
め
た
。
以
下
「
混

雑
し
て
い
た
ら
歩
く
」「
下
り
だ

っ
た
ら
歩
く
」
な
ど
が
続
き
、「
全

く
歩
か
な
い
」
と
の
回
答
は
１
割

程
度
し
か
な
か
っ
た
。

　
利
用
階
数
に
つ
い
て
は
、
１
〜

３
階
分
程
度
な
ら
歩
く
、
と
の
回

答
が
多
く
、
合
計
で
８
〜
９
割
を

占
め
た
。
男
女
別
で
は
、
女
性
の

方
が
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
わ
ず
に

歩
く
と
の
回
答
が
や
や
多
く
、
特

に
「
2
階
分
程
度
な
ら
歩
く
」
と

い
う
人
が
３
〜
４
割
を
占
め
た
。

　
一
方
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
利

用
に
つ
い
て
も
、「
利
用
階
数
・

距
離
に
よ
っ
て
は
歩
く
」
が
一
番

多
く
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
同
様
で

あ
る
。
た
だ
し
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ

ー
の
場
合
は
、
３
階
分
以
上
で
も

歩
く
と
す
る
割
合
が
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
場
合
よ
り
も
少
な
く
、
明
ら

か
な
差
が
見
ら
れ
る
。

　
こ
れ
は
、
乗
り
物
と
し
て
の
違

い
が
出
て
お
り
、
待
ち
時
間
の
な

い
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
方
が
、
階

段
の
延
長
と
い
う
感
覚
で
、
気
軽
に

乗
れ
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

　
一
方
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
の
あ
る
場
所
で
も
歩

く
よ
う
に
し
て
い
る
理
由
（
Q
3

—
2
参
照
）
と
し
て
は
、「
健
康
維
持

の
た
め
」「
足
腰
の
衰
え
を
防
ぐ

た
め
」
と
の
回
答
が
そ
れ
ぞ
れ
6

割
程
度
と
非
常
に
多
か
っ
た
。
年

代
別
で
は
若
干
の
差
が
見
ら
れ
、

例
え
ば
30
代
以
降
の
女
性
や
40
代

以
降
の
男
性
で
は
、「
足
腰
の
衰

え
」
が
ト
ッ
プ
で
あ
る
。

あなたは、通勤時にエレベーター・エスカレーターがある場所で、
階を上るときに何階程度までなら歩くようにしていますか？Q3-1

利用回数・距離に
よっては歩く

混雑していたら歩く

下りだったら歩く

すべて歩いている

全く歩かない

その他

56.7

29.4

16.0

12.3

12.3

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

毎日運動するのはなかなか大変……。

通勤時に
運動してますか？

17.0%

32.3%

36.3%

7.8%

4.7%

1.9%

20.9%

37.1%

29.9%

6.4%

2.9%

2.8%

エスカレーター エレベーター

0% 20% 40% 60% 80% 100%

混雑していたら歩く

エスカレーターは使用するが、
立ち止まらずに歩いて上る

全く歩かない

下りだったら歩く

すべて歩いている

その他

44.6

32.9

32.1

14.4

11.5

9.2

2.9

利用回数・距離に
よっては歩く

0% 20% 40% 60% 80% 100%

健康維持のため

足腰の衰えを防ぐため

体力維持のため

肥満対策のため

体力強化のため

メタボリックシンドローム対策のため

その他

趣味のスポーツのため

60.9

58.1

45.4

29.2

21.2

15.8

8.9

4.1

その理由を教えてください。Q3-2

1階分程度なら歩く

2階分程度なら歩く

3階分程度なら歩く

4階分程度なら歩く

5階分程度なら歩く

6階分以上でも歩く
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暮らしと移動に、運動を。

できることから少しずつ ! ?

「なりたい自分」
になれましたか？

あなたが「エレベーター・エスカレーターがあってよかった」
と感じたときを教えてください。Q4-2

男性

女性

日
常
で
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら

　
今
回
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
や
肥
満
に
つ
い
て
、
有

効
だ
と
思
う
対
策
に
つ
い
て
も
調

査
を
行
っ
た
（
Q
4

—

1
参
照
）。

　
そ
の
結
果
、
１
位
が
「
食
生
活

に
気
を
つ
け
る
」（
81
・
３
％
）、
２

位
が
「
規
則
正
し
い
生
活
を
す
る

よ
う
に
す
る
」（
65
・
８
％
）、
３
位

が
「
定
期
的
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や

ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
行
う
」（
64
・
２
％
）

と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

　
運
動
の
有
効
性
は
よ
く
理
解
し

て
い
て
も
、
実
際
に
実
行
し
よ
う

と
す
る
と
な
か
な
か
難
し
い
、
と

い
う
こ
と
が
よ
く
見
て
取
れ
る
。

　
こ
こ
で
前
述
の
調
査
に
つ
い
て
、

興
味
深
い
結
果
が
あ
る
。
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
利

用
階
数
に
つ
い
て
体
格
別
で
集
計

し
た
と
こ
ろ
、「
非
常
に
や
せ
て

い
る
と
思
っ
て
い
る
」
層
で
は
、

他
に
比
べ
て
「
３
階
程
度
な
ら
歩

く
」
と
の
回
答
だ
け
が
極
端
に
多

く
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
69
・
２
％
、

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
58
・
３
％
に

も
上
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
他

と
比
較
し
て
、
や
せ
て
い
る
人
は

普
段
か
ら
長
い
距
離
を
歩
い
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
運
動
療
法
と
し
て
の
有
酸
素
運

動
は
、
運
動
の
頻
度
は
で
き
れ
ば

毎
日
定
期
的
に
実
施
し
、
運
動
量

は
30
分
以
上
、
強
度
は
中
等
度
（
や

や
き
つ
い
）
の
有
酸
素
運
動
が
一
般

的
に
勧
め
ら
れ
て
い
る
。
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
使

わ
な
い
、
と
い
う
程
度
で
は
そ
れ

ほ
ど
積
極
的
な
効
果
は
な
い
よ
う

に
も
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
自
分
の

体
格
を
や
せ
て
い
る
、
と
思
っ
て

い
る
人
た
ち
の
方
が
、
運
動
に
対

し
て
は
積
極
的
だ
と
い
う
結
果
が

見
て
取
れ
る
よ
う
だ
。

　
意
識
し
て
運
動
を
始
め
る
の
は

な
に
か
と
難
し
い
。
そ
こ
で
、
ま
ず

は
日
常
の
中
で
、
無
理
を
せ
ず
に

で
き
る
範
囲
の
こ
と
か
ら
実
行
し

て
い
く
こ
と
が
、
一
番
の
健
康
対
策

と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

●暑いときや睡眠不足で体力が衰えているとき（60 代）

●お年寄りや病人が一緒のとき（50 代） 

●膝の調子が悪いときや、身体の調子が悪いときなど（50 代）

●荷物が重いとき（40 代）

●雨の日や、荷物の多いとき（40 代） 

●着物を着ているとき（30 代） 

●小さな子供と一緒のとき（30 代） 

●靴擦れして足が痛いとき（20 代） 

●満員電車を降りたあと、たちくらんだりすることが多々ある

のでそういう時はありがたいなと思う（20 代）

食生活に気をつける 81.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

規則正しい生活をするようにする 65.8

定期的にウォーキングやジョギングを行う 64.2

2 階や 3 階程度ならエレベーターや
エスカレーターを使わないで歩く 55.8

睡眠を十分にとる 42.1

電車で 1 駅ぐらいなら歩くようにする 41.2

ジムやスポーツクラブに通う 37.5

週末にはスポーツなどを行う 36.9

定期的に健康診断を受ける 31.3

どのくらいの効果が出たか記録を付ける 28.5

ヨガやエアロビクスなどの体操を行う 27.7

医師に相談する 10.0

その他 2.1

あなたが、「メタボリックシンドローム」や「肥満対策」に有効だと思うこと
を教えてください。

●病弱な同伴者と一緒のとき（60 代）

●酒を飲んで帰るとき（60 代）

●乗り換えが若干早くなったように思います（50 代）

●疲れて歩きたくないとき（50 代）

●いつも（40 代）

●脚、膝、腰に持病があるので（40 代）

●階段が多いときや、高層階に行くとき（30 代）

●暑くて汗をかいている時（20 代）

●みんなより早く上の階へ到達できたとき（20 代）

●客先に行く際に汗をかかずに済むとき（20 代）

●遅刻しそうなとき（20 代）  

●女性と歩いているとき（20 代）

混雑していたら歩く

全く歩かない

下りだったら歩く

すべて歩いている

その他

Q4-1
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環
境
に
も
健
康
に
も
い
い

交
通
手
段
の
利
用
を
促
進

　
前
ペ
ー
ジ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

か
ら
、
毎
日
の
移
動
を
利
用
し
て
、

で
き
る
範
囲
の
運
動
を
心
が
け
る

人
が
一
定
数
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
実
は
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、

現
在
、
国
や
自
治
体
単
位
で
奨
励

さ
れ
て
い
る
「
モ
ビ
リ
テ
�
ー
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
以
下
Ｍ
Ｍ
）」
の
考

え
方
に
直
結
す
る
。
東
京
大
学
大

学
院
工
学
系
研
究
科
都
市
工
学
専

攻
講
師
の
大
森
宣
暁
氏
に
お
話
を

う
か
が
っ
た
。

　「
Ｍ
Ｍ
と
は
、
人
々
の
モ
ビ
リ

テ
�
ー
（
移
動
状
況
）
が
、
社
会
的
・

個
人
的
に
良
い
方
向
に
自
発
的
に

変
化
し
て
い
く
こ
と
を
促
す
取
り

組
み
の
こ
と
で
す
。
日
本
で
も
５

年
ほ
ど
前
か
ら
急
速
に
普
及
し
た

交
通
施
策
で
、
コ
ミ
�
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
通
し
て
人
々
の
交
通
に
対
す

る
態
度
・
行
動
を
変
容
さ
せ
よ
う

い
う
も
の
で
す
。
こ
の
取
り
組
み

の
ポ
イ
ン
ト
は
、
あ
く
ま
で
も
人
々

が
自
発
的
に
自
分
の
行
動
を
見
直

す
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
に

あ
り
ま
す
」

　
Ｍ
Ｍ
の
例
と
し
て
、
人
々
に
毎

日
の
移
動
状
況
を
詳
細
に
記
録
し

て
も
ら
い
、
そ
こ
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
な
ど
を
診
断
す
る
と
い
う

施
策
が
あ
る
。
移
動
の
記
録
か
ら
、

1
日
の
移
動
総
時
間
、
交
通
機
関

の
利
用
状
況
か
ら
二
酸
化
炭
素
排

出
量
や
消
費
カ
ロ
リ
ー
を
計
算
し
、

よ
り
環
境
に
も
健
康
に
も
い
い
交

通
手
段
を
提
案
す
る
も
の
だ
。

　「
こ
れ
に
よ
り
、
20
％
ほ
ど
の
自

動
車
使
用
量
が
減
る
と
い
う
研
究

結
果
が
出
て
い
ま
す
」

　
大
森
氏
自
身
も
、
Ｗ
ｅ
ｂ
を
活

用
し
た
交
通
行
動
自
己
診
断
シ
ス

テ
ム
開
発
、
お
よ
び
ト
ラ
ベ
ル
・

フ
�
ー
ド
バ
ッ
ク
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
個
人
の
自
律
的
な
行
動
変
化
を
促
す

コ
ミ
�
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

へ
の
適
用
を
実
現
さ
せ
た
具
体
的

な
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　
携
帯
電
話
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
利

用
し
、
1
日
の
移
動
の
軌
跡
や
所

要
時
間
、
費
用
、
二
酸
化
炭
素
排

出
量
や
消
費
カ
ロ
リ
ー
な
ど
を
測

定
で
き
る
シ
ス
テ
ム
だ
。
1
日
の

行
動
デ
ー
タ
で
現
状
把
握
し
な
が

ら
、
交
通
手
段
を
変
更
し
た
場
合

の
消
費
カ
ロ
リ
ー
や
二
酸
化
炭
素

排
出
量
の
変
化
の
ほ
か
、
目
的
地

を
変
え
る
、
運
動
を
追
加
す
る
、

食
事
を
減
ら
す
な
ど
、
カ
ロ
リ
ー

摂
取
と
消
費
の
両
面
か
ら
多
様
な

シ
ミ
�
レ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
開
発

を
進
め
て
い
る
。

　「
人
々
が
自
動
車
の
代
わ
り
に
公

共
交
通
や
自
転
車
を
使
え
ば
、
地

球
環
境
に
も
や
さ
し
く
、
健
康
に

も
い
い
。
頭
で
は
わ
か
っ
て
い
て

も
、
実
行
す
る
の
は
な
か
な
か
難

し
い
こ
と
で
す
。
交
通
行
動
自
己

診
断
シ
ス
テ
ム
を
使
え
ば
、
自
分

の
行
動
で
ど
れ
だ
け
カ
ロ
リ
ー
消

費
と
二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
変
化

す
る
の
か
を
見
て
取
れ
る
と
同
時

に
、
他
の
交
通
手
段
に
切
り
替
え

た
と
き
の
試
算
も
で
き
ま
す
。﹃
自

動
車
か
ら
公
共
交
通
に
変
え
れ
ば

こ
れ
ほ
ど
二
酸
化
炭
素
が
減
る
の

か
﹄
と
目
に
見
え
る
と
い
う
の
は
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
と
て

も
効
果
的
で
す
」

地
球
環
境
に
も
健
全
な

�
健
康
都
市
�
の
実
現

　
一
方
、
都
市
開
発
の
観
点
か
ら

は
、「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
�
」
の
概

念
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。
拡
散
し

た
人
口
や
都
市
機
能
を
集
約
し
、

公
共
交
通
を
充
実
さ
せ
、
車
が
な

く
て
も
生
活
で
き
る
職
住
近
接
の

町
づ
く
り
を
目
指
す
概
念
だ
。
街

の
ス
ケ
ー
ル
を
小
さ
く
し
、
生
活

圏
を
昔
か
ら
の
コ
ミ
�
ニ
テ
�
ー

に
立
ち
返
っ
た
徒
歩
圏
内
に
ま
で

縮
小
す
る
と
い
う
発
想
は
、
自
動

車
利
用
を
減
ら
し
、
徒
歩
や
自
転

車
移
動
を
促
す
Ｍ
Ｍ
の
施
策
と
も

通
じ
る
。
し
か
し
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
拡
散
し
た
商
業
施

設
な
ど
を
ど
の
よ
う
に
再
び
集
め

る
の
か
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　
人
々
の
暮
ら
し
に
積
極
的
に
運

動
を
取
り
入
れ
、
交
通
や
移
動
の

手
段
を
見
直
す
こ
と
で
、
人
間
に

と
っ
て
も
地
球
環
境
に
と
っ
て
も

健
全
な
�
健
康
都
市
�
の
実
現
は
目

指
せ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
観
点
や

荷
物
運
搬
な
ど
で
必
要
不
可
欠
な

�
交
通
�
で
す
が
、
健
康
に
関
心
あ

大
森
宣
暁
氏

東
京
大
学
大
学
院

工
学
系
研
究
科

都
市
工
学
専
攻

講
師

環境と健康で一石二鳥 !?

モビリティ・マネジメント
から考える「健康都市」
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暮らしと移動に、運動を。

km 単位で高所と低所を移動する

 今後、建築物の高さが 1km を超え、1km を超える大深度地下を

利用することが当たり前になる世界が到来したとき、1 日に頻繁に

km単位で高所と低所を移動するということも考えられます。これは、

人類の歴史では体験したことがなかった状態といえるでしょう。

 高地では、気圧が下がり息を吸っても酸素が体内に入りづらい状

態になります。普通に呼吸していても苦しいので、より多くの酸素

を取り込み、効率よく全身に酸素を運ぶために胸郭が樽型になり、

血液中のヘモグロビンが増えます。また、大深度地下では重力が大

きいため、血液を全身に送ることが難しくなります。足の血管を収

縮させて、血液を上半身へ送り返す能力が重要になるでしょう。

 日常で頻繁に高所と低所を移動する環境では、人間はどのように

なっていくのでしょうか。人類が体形を変化させて環境に適応する

には長い時間がかかります。おそらく、体形が変化するより先に循

環器系が強化され、全身の血液を効率よく循環させることができる

ようになるのでしょう。しかし、高所と低所を頻繁に移動する環境

は人類にとって大変ストレスになります。頻繁に行き来する時期は

一過性で、高所を生活圏とする人々と低所を生活圏にする人々に分

かれ、それぞれの交流は IT 技術でサポートする方向になるのではな

いでしょうか。

足の役割をもっと増やす !?

 そして、垂直方向に移動する社会では、エレベーターなどの垂直

方向への交通機関の利用が前提となります。

 実は、足というのは人体のうち移動のためにしか用いられない器

官なのです。足には内臓がないので消化器官の役割もありませんし、

手のような感覚器としての役割は靴という分厚い覆いに妨げられて

います。もし、1 万年も人類がまったく歩かない生活を送っていれば、

足が丸ごとなくなってしまってもおかしくないのです。

 現在、歩行のためにしか用いられていない足ですが、足も優れた

感覚器です。足の感覚をもっと活用する方法はないのでしょうか。

足の感覚を活用することができる都市があれば、今よりもう少し移

動が楽しくなるのではないでしょうか。（談）

高低差が生み出す社会の変化

る
人
た
ち
に
は
歩
く
こ
と
を
意
識

さ
せ
る
環
境
づ
く
り
も
大
切
で
す
。

た
と
え
ば
階
段
の
横
に
﹃
○
階
ま

で
上
が
る
と
○
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
消

費
﹄
な
ど
の
掲
示
を
す
る
の
は
い

い
ア
イ
デ
ア
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

食
品
に
は
か
な
り
前
か
ら
摂
取
カ

ロ
リ
ー
の
表
示
が
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
つ
い

て
は
そ
う
し
た
情
報
が
細
か
く
提

供
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
行
動
を
起
こ
し
た
結
果
が
数

値
で
わ
か
る
と
、
や
る
気
に
つ
な

が
り
ま
す
よ
ね
」

　
移
動
手
段
の
発
達
に
と
も
な
い
、

私
た
ち
の
日
々
の
運
動
量
や
運
動

能
力
も
大
き
く
変
容
し
た
の
は
事

実
だ
が
、
身
体
を
動
か
す
こ
と
で

得
ら
れ
る
の
は
体
の
健
康
だ
け
で

は
な
い
、
と
大
森
氏
は
語
る
。

　「
き
れ
い
な
景
色
を
眺
め
な
が
ら

楽
し
く
歩
い
た
り
、
風
を
感
じ
て

気
持
ち
よ
く
自
転
車
を
こ
い
だ
り

と
、
す
な
わ
ち
五
感
に
と
っ
て
心

地
よ
い
移
動
が
、
運
動
だ
け
で
は

な
い
、
心
の
健
康
に
も
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」

　
も
う
一
度
交
通
手
段
を
見
直
す

こ
と
で
、
新
た
な
健
康
的
な
暮
ら
し

が
待
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

まいえかずお ●1952 年東京都生まれ。専門は自然人類学。大妻女子大学人間生
活科学研究所を経て同大学家政学部ののち現職。比較形態学、比較生理学、進化
史的視点から「ヒトらしさ」の起源を研究している。

●

真家 和生
大妻女子大学 生活科学資料館 教授

1930年代ごろのアメリカのパルプ
マガジンの表紙。火星人との遭遇を
描いている。日本人も 1万年後には、
こうなっているかもしれない！？

▲大森先生が開発した交通行動自己診断システム
GPS携帯電話を活用して、1日の交通行動を調査し、実際の移動手段と二酸化炭
素排出量およびカロリー消費量を算出。その結果をもとに、移動手段を変えた場
合にそれらの数値がどう変わるかを表示して、交通行動の変更を提案する。
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リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
を
６
年
前
倒
し
に

　
大
阪
府
豊
中
市
に
あ
る
朝
日
プ
ラ
ザ
千
里
住
宅
は
閑
静
な

住
宅
地
の
一
角
に
建
つ
４
棟
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
だ
。

　
５
６
９
戸
、
約
２
０
０
０
人
が
暮
ら
す
大
規
模
な
10
～
14

階
建
て
の
建
物
や
施
設
を
守
る
の
が
管
理
組
合
で
あ
る
。
管

理
組
合
で
は
長
期
修
繕
計
画
を
５
年
ご
と
に
見
直
し
な
が
ら
、

外
壁
や
給
排
水
管
、
設
備
関
係
な
ど
の
改
修
を
行
っ
て
い
る
。

　
代
表
理
事
理
事
長
の
川
内
一
誠
氏
は「
マ
ン
シ
ョ
ン
と
し
て

の
資
産
価
値
、
生
活
環
境
を
維
持
あ
る
い
は
向
上
さ
せ
る
た

め
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
全
11
台
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
い
う
大
事

業
も
避
け
て
通
れ
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
語
る
。

　
１
９
８
３
年
に
完
成
し
、
す
で
に
四
半
世
紀
が
過
ぎ
た

朝
日
プ
ラ
ザ
千
里
住
宅

隊
長

篠
﨑 

正
彦

東
洋
大
学
工
学
部
建
築
学
科 

准
教
授
。

1
9
6
8
年
東
京
都
生
ま

れ
。
専
門
分
野
は
、
建
築

計
画
と
環
境
行
動
研
究
。
特

に
、
都
市
で
の
生
活
様
式
と

住
居
、
施
設
の
関
係
を
研
究

し
て
い
る
。
現
在
、
ベ
ト
ナ

ム
に
お
け
る
集
合
住
宅
の
調

査
研
究
を
進
め
て
い
る
。

隊
員

山
田 

花
子

篠
﨑
先
生
の
研
究
室
で
ベ
ト

ナ
ム
建
築
を
学
ぶ
。
趣
味
は

ピ
ア
ノ
と
フ
ル
ー
ト
。

エレベーター・Ｃ棟 1階ホール
大型の防犯窓を採用し、かご室の様子が外からでも良く見える。また、1階ホールには
セキュリティ強化のための防犯モニターを設置している。

川
内 

一
誠
氏

朝
日
プ
ラ
ザ
千
里
住
宅

管
理
組
合
法
人

代
表
理
事
理
事
長

OWNER

MAKER

か
つ
て
大
阪
万
博
が
開
か
れ
た
会
場
の
近
く
に
あ
る
朝
日
プ
ラ
ザ
千
里
住
宅
は
５
６
９
戸
、
約
２
０
０
０
人
が
暮
ら
す

大
規
模
な
マ
ン
シ
ョ
ン
だ
。
１
９
８
３
年
に
竣
工
し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
11
台
も
25
年
目
を
迎
え
一
斉
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

計
画
す
る
。
し
か
し
生
活
の
た
め
に
毎
日
使
わ
れ
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
短
期
間
で
入
れ
替
え
る
工
事
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
管
理
組
合
と
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
の
二
人
三
脚
の
挑
戦
が
始
ま
っ
た
。

7
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エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
時
期
に
さ
し
か
か
っ
て
い

た
が
、
当
初
は
２
０
１
３
年
に
工
事
を
行
う
予
定
だ
っ
た
。

そ
れ
を
６
年
間
、
前
倒
し
に
す
る
決
断
を
下
し
た
の
が
前
理

事
長
の
秋
元
教
利
氏
と
前
副
理
事
長
の
津
田
豊
氏
だ
。

　「
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
故
障
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
す

が
、
過
去
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
途
中
で
止
ま
る
ト
ラ
ブ
ル
が

あ
り
、
安
全
対
策
上
、
早
め
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
方
が
い

い
と
思
い
ま
し
た
」
と
秋
元
氏
。

　
津
田
氏
も「
当
時
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
閉
じ
込
め
事
故
な
ど

が
マ
ス
コ
ミ
を
騒
が
せ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
理
事
会
で
は

前
倒
し
が
す
ん
な
り
と
決
ま
り
ま
し
た
」

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
決
定
は
す
ぐ
に
下
っ
た
も
の
の
、
そ
れ

か
ら
が
難
産
だ
っ
た
。
こ
れ
だ
け
大
規
模
ゆ
え
に
住
人
の
い

ろ
い
ろ
な
要
望
が
あ
り
、
Ａ
か
ら
Ｄ
棟
ま
で
４
棟
そ
れ
ぞ
れ

の
事
情
も
違
っ
て
、
す
ん
な
り
と
計
画
が
固
ま
ら
な
か
っ
た
。

組
合
が
徹
底
し
た
住
人
へ
の
サ
ポ
ー
ト

　
代
表
理
事
副
理
事
長
の
北
野
伸
也
氏
は
こ
う
語
る
。

　「
Ａ
・
Ｃ
棟
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
２
台
ず
つ
設
置
さ
れ
て
い

る
の
で
、
１
台
を
停
止
し
て
も
ま
っ
た
く
使
え
な
く
な
る
と

い
う
こ
と
は
な
い
の
で
す
が
、
Ｄ
棟
は
1
台
、
B
棟
に
お
い

て
は
各
階
２
戸
で
１
台
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
利
用
す
る
作
り

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
停
止
す
る
と
階
段
を
使
う
し
か
な
い

の
で
す
。
上
層
階
に
お
年
寄
り
や
小
さ
い
お
子
さ
ん
も
い
る

た
め
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
う
不
安
は
強
か
っ
た
で
す
ね
」

　
当
初
は
Ｂ
・
Ｄ
棟
は
、
工
事
期
間
を
短
く
す
る
た
め
に
制
御

シ
ス
テ
ム
を
中
心
に
更
新
す
る
制
御
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
採
用

し
、
他
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
設
備
を
新
し
く

す
る
準
撤
去
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
す
る
と
い
う
案
も
あ
っ
た
が
、

「
同
じ
共
益
費
を
払
っ
て
く
れ
て
い
る
の
に
差
別
は
で
き
な

い
」（
秋
元
氏
）
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
11
台
全
て
を
準
撤
去

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
管
理
組
合
は
極
力
、
工
事
を
短
期
間
に
す
る
よ
う
に
東
芝

エレベーター・B棟 1階のりば
B棟のエレベーターは 2 戸で 1 台のエレベーターを使用しており、台数に非常に
ゆとりを持たせた贅沢な仕様になっている。

B棟へのエレベーター搬入の様子
2007年10月に行われた B棟へのエレベーター搬入の
様子。大型クレーンを使用するため、10台分の駐車場
スペースを必要とした。

秋
元 

教
利
氏

朝
日
プ
ラ
ザ
千
里
住
宅

管
理
組
合
法
人

前
代
表
理
事
理
事
長

津
田 

豊
氏

朝
日
プ
ラ
ザ
千
里
住
宅

管
理
組
合
法
人

前
代
表
理
事
副
理
事
長

北
野 

伸
也
氏

朝
日
プ
ラ
ザ
千
里
住
宅

管
理
組
合
法
人

代
表
理
事
副
理
事
長
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朝日プラザ千里住宅
阪急千里線南千里駅など 3駅が利用できる分譲マンション。ゆったりとした
敷地に 4棟と駐車場がある。住人や管理組合の結束が強く、1987年には
有志で敷地内に農園を開いた。バリアフリーやセキュリティを重視している。

■ 住所：大阪府豊中市上新田 4-8 
■ TEL：06-6833-8646（管理事務所）

エ
レ
ベ
ー
タ
に
要
請
す
る
一
方
で
、
自
ら
も
住
人
た
ち
へ
の

サ
ポ
ー
ト
を
で
き
る
限
り
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
各
棟
ご
と
に
住
人
向
け
の
説
明
会
を
開
く
と
と
も
に
、

全
住
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
工
事
へ
の
不
安

や
組
合
が
で
き
る
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
聞
い
た
。
そ
の
結
果
、

日
用
品
の
運
搬
の
手
伝
い
や
、
階
段
へ
の
椅
子
の
設
置
な
ど

を
決
め
た
。
ま
た
、
地
元
の
ス
ー
パ
ー
と
交
渉
し
、
自
宅
ま

で
の
配
送
サ
ー
ビ
ス
を
依
頼
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
管
理
事

務
所
に
専
用
の
相
談
電
話
を
引
き
、
管
理
組
合
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト
で
状
況
を
逐
次
報
告
し
た
。

　
こ
う
し
た
努
力
の
結
果
、
住
民
側
か
ら
は
苦
情
や
不
満
は

な
く
、
５
カ
月
間
と
い
う
短
期
で
工
事
を
完
了
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
は
、
新
築
マ
ン
シ
ョ
ン
と
同
等
の
最
新
機
能
と
な
っ
た
。

　「
こ
れ
を
機
に
、
組
合
と
住
人
と
の
信
頼
関
係
が
深
ま
り

ま
し
た
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
」

と
北
野
氏
は
語
る
。
大
規
模
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
住
人
と

の
信
頼
づ
く
り
が
一
番
大
切
の
よ
う
だ
。

朝日プラザ千里住宅のような大規模なマンション

での一斉リニューアルでは、積み立て金や修繕

計画もさることながら、理事会の活動がとても重要

になります。

 マンションはオフィスビルと異なり、お子さんか

らお年寄りまで幅広い年代の人たちがさまざまな時

間帯で活動するため、住人の意思統一の難しさはも

ちろんのこと、工事内容の周知徹底といった事務的

な事項の伝達も大変です。また、理事会は任期制の

ところが多いため、リニューアル工事が終了するま

でに理事会が代替わりして、前任者からの引き継ぎ

がうまくいかない、などという事態もあり得ます。

 今回の事例を見て感心したのは、理事会に前任の

理事が残って相談役を務めていることです。

 これは、理事会の運営ノウハウの引き継ぎをスムー

ズに行うためにはとても有効です。また、相談役に

いつでも相談できるという体制は、新しい理事にとっ

ても大変心強いため、理事就任に対する不安を軽減

できるでしょう。

 リニューアル工事の際に見られたような、理事会

による手厚いサポートを実現できたのも、このよう

な充実した体制があったからだと思われます。

 また、隣り合う 2戸で 1台のエレベーターを利用

できるように設置した 2戸 1エレベーターは、エレ

ベーターを利用する人数が少ないため、防犯面や利

便性で優れています。その反面、居住スペースの減

少や共益費の上昇につながるため、高級マンション

を中心に設置されてきました。

 工事などで長期間使用できなく場合は、他のエレ

ベーターを使うことが難しい仕様ですが、今後、同

様のエレベーターを設置しているマンションにお住

まいの方々にとっては、今回の事例はリニューアル

時の参考になったのではないでしょうか。（談）

P O I N T

リニューアル工事を円滑に進めた
管理組合の体制

篠﨑隊長の
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奥
永 

栄
市
氏

関
西
支
社
　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
部

高
木 

恭
氏

関
西
支
社
　

建
設
部

管
理
組
合
の
理
事
た
ち
と

信
頼
関
係
を
築
き
、
短
期

間
で
の
大
規
模
マ
ン
シ
ョ

ン
に
お
け
る
一
斉
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
を
や
り
遂
げ
た
。

管
理
組
合
か
ら
異
例
の
感

謝
状
ま
で
も
ら
っ
た
。

運
転
停
止
時
間
の
短
縮
が
至
上
命
題

　「
全
国
的
に
も
大
規
模
な
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
斉

準
撤
去
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
珍
し
い
。
長
期
間
で
の

ケ
ー
ス
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ほ
ど
短
期
間
は
初
め

て
の
試
み
で
し
た
。
管
理
組
合
の
理
事
さ
ん
か
ら

『
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
が
終
わ
る
の
が
寂
し
い
』

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
く
ほ
ど
仲
良
く
な
る
こ
と

が
で
き
た
か
ら
こ
そ
成
功
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
株
式
会
社
関
西
支
社
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
部
の
奥
永
栄
市
氏
は
、
笑
み
を
浮
か
べ
る
。

　
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
と
違
い
、
朝
日
プ
ラ
ザ
千
里
住

宅
の
よ
う
な
大
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
、
住
人
の

生
活
形
態
や
年
齢
な
ど
も
バ
ラ
バ
ラ
で
、
同
時
期

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

　
奥
永
氏
は
２
０
０
６
年
か
ら
管
理
組
合
と
話
し

合
い
を
始
め
、
毎
週
の
よ
う
に
理
事
会
に
顔
を
出

し
て
は
理
事
た
ち
と
意
見
交
換
し
た
。
当
初
は
、Ｂ
・

Ｄ
棟
だ
け
か
ご
を
残
し
て
制
御
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

す
る
こ
と
を
提
案
し
た
が
、
い
ず
れ
は
か
ご
の
交

換
も
必
要
に
な
る
。
提
案
を
繰
り
返
し
、
最
後
は

11
台
ま
と
め
て
準
撤
去
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
な
っ
た
。

工
事
を
担
当
し
た
関
西
支
社
建
設
部
の
高
木
恭
氏
は

こ
う
語
る
。

　「
工
事
中
の
運
転
停
止
時
間
を
ど
れ
だ
け
短
く
す

る
か
が
至
上
命
題
で
し
た
。
逆
に
い
う
と
、
ど
の

時
間
帯
だ
け
を
動
か
す
か
。
５
６
９
世
帯
も
あ
り
、

い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
る
の
で
調
整
が
大
変
で
し
た
」

　
当
初
は
各
棟
と
も
停
止
時
間
を
朝
９
時
か
ら
夕

方
６
時
ま
で
と
し
て
い
た
が
、
住
人
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
結
果
、
Ｂ
棟
は
朝
８
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
に
変
え
た
。
６
時
ま
で
止
め
て
し
ま
う
と

買
い
物
に
行
く
時
間
が
遅
く
な
る
か
ら
だ
。

　
終
日
停
止
す
る
期
間
な
ど
も
含
め
て
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
ご
と
の
停
止
・
稼
動
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表

を
高
木
氏
が
作
り
、
住
人
に
告
知
し
た
り
、
管
理

組
合
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
た
。

　「
小
さ
な
お
子
さ
ま
が
い
る
の
で
、
資
材
置
き

場
の
安
全
対
策
に
も
気
を
遣
い
ま
し
た
。
壁
に
接
す

る
よ
う
に
置
き
、
上
か
ら
シ
ー
ト
を
か
け
ま
し
た
。

も
う
1
つ
大
変
だ
っ
た
の
は
、
14
階
建
て
と
い
う

高
さ
な
の
で
巻
き
上
げ
機
な
ど
の
機
材
を
屋
上
か

ら
搬
入
す
る
た
め
に
50
t
の
大
型
ク
レ
ー
ン
を
使

う
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
で
す
」
と
高
木
氏
。

　
ク
レ
ー
ン
を
動
か
す
た
め
に
は
駐
車
場
10
台
分

の
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
だ
っ
た
。
ま
た
、
ク
レ
ー
ン

を
建
物
前
ま
で
移
動
す
る
経
路
も
空
け
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
管
理
組
合
は
非
常
に
協
力
的

で
、
事
前
に
自
動
車
を
移
動
す
る
よ
う
に
住
人
に

通
知
し
た
り
、
前
日
に
巡
回
確
認
し
た
り
、
万
が

一
に
備
え
て
レ
ッ
カ
ー
車
の
業
者
に
ま
で
連
絡
し

て
お
い
て
く
れ
た
と
い
う
。

竣
工
パ
ー
テ
�
ー
で
感
謝
状
を
授
与

　
Ｂ
・
Ｄ
棟
に
関
し
て
は
ど
う
し
て
も
１
週
間
程
度
、

終
日
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
停
止
す
る
必
要
が
あ
っ
た

た
め
、
組
合
は
住
人
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
徹
底
し
て

く
れ
た
。
階
段
の
奇
数
階
に
い
す
を
置
い
て
は
ど

う
か
と
提
案
す
る
と
早
速
、
実
施
し
て
く
れ
た
。

ま
た
、
工
事
ス
タ
ッ
フ
た
ち
に
も
組
合
は
気
を
配
り
、

集
会
場
を
着
替
え
や
休
憩
用
と
し
て
提
供
し
、
冷

た
い
お
茶
も
用
意
し
て
く
れ
た
と
い
う
。
こ
う
し

た
気
遣
い
が
お
互
い
の
信
頼
関
係
を
作
っ
た
。

　
ト
ラ
ブ
ル
ひ
と
つ
な
く
、
工
事
は
約
５
カ
月
で

完
了
し
、
最
新
型
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
な
っ
た
。

Ｐ
波
感
知
器
付
地
震
時
管
制
運
転
や
ド
ア
の
開
閉

の
安
全
を
確
保
す
る
多
光
軸
ド
ア
セ
フ
テ
ィ
、
大

窓
仕
様
の
防
犯
窓
や
１
階
ホ
ー
ル
に
設
置
し
た
液

晶
モ
ニ
タ
ー
、
さ
ら
に
視
聴
覚
障
が
い
者
用
の
点

字
や
オ
ー
ト
ア
ナ
ウ
ン
ス
な
ど
至
れ
り
尽
く
せ
り

の
機
能
が
つ
い
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
使
用
電
気

量
も
６
割
以
上
削
減
さ
れ
る
。

　
管
理
組
合
は
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
の
奮
闘
ぶ
り
に

喜
び
、
竣
工
後
、
工
事
ス
タ
ッ
フ
も
招
い
て
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
い
て
く
れ
た
。
そ
の
席
上
、
感
謝
状

を
渡
さ
れ
た
。

　
管
理
組
合
と
住
人
、
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
が
ま
さ

に
一
体
と
な
っ
た
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
だ
っ
た
。
　

メ
ー
カ
ー
の
立
場
か
ら
…

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
株
式
会
社

OWNER

MAKER

感謝状を手にする奥永氏。「竣工パーティーを
してもらうのも珍しいのに、感謝状までいた
だいて本当にうれしかったです」
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連載●安全・安心を科学する

子ども連れで出かける際の留意点
テクノロジーの力で都市の交通がスムーズになった反面、

思わぬ事故になりかねない落とし穴が潜んでいることがある。
子どもを連れて出かけるとき、親はどこに気をつければいいのだろうか。

子 ど も の 安 全 と 都 市 ・ 交 通

子
ど
も
の
事
故
に
つ
な
が
る

５
つ
の
悪
条
件

　
好
奇
心
お
う
盛
な
子
ど
も
は
、

大
人
な
ら
た
や
す
く
回
避
で
き
る

事
故
や
、
あ
る
い
は
決
し
て
し
な

い
で
あ
ろ
う
よ
う
な
行
動
で
、
全

く
予
期
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
な

事
態
を
招
く
こ
と
が
あ
る
。
子
ど

も
を
連
れ
て
都
市
を
移
動
す
る
際
、

親
は
ど
ん
な
こ
と
に
気
を
配
れ
ば

い
い
の
だ
ろ
う
か
。
子
ど
も
の
危

険
回
避
研
究
所
所
長
の
横
矢
真
理

氏
に
聞
い
て
み
た
。

　「
子
ど
も
の
事
故
が
起
こ
る
要
因

は
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち

が
注
意
を
促
し
て
い
る
の
は
、
特

に
悪
条
件
が
重
な
る
場
合
に
は
気

を
つ
け
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で

す
」
と
横
矢
氏
は
言
う
。

　
大
き
く
分
け
て
５
つ
あ
る
と
い

う
悪
条
件
の
要
因
に
つ
い
て
、
続
け

て
横
矢
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　「
例
を
挙
げ
て
説
明
し
ま
し
ょ

う
。
遊
園
地
で
遊
ん
で
帰
っ
て
く

る
親
子
連
れ
と
い
う
の
は
駅
で
よ

く
見
か
け
る
光
景
で
す
。
ま
ず
、

駅
の
よ
う
な
混
雑
し
て
い
る
場
所
、

急
い
で
い
る
人
の
行
き
交
う
場
所
、

こ
れ
が
気
を
つ
け
て
欲
し
い
要
因

の
一
つ
で
す
。

　
親
子
は
遊
園
地
で
遊
び
疲
れ
て

い
ま
す
。
す
る
と
、
つ
い
子
ど
も

へ
の
注
意
が
怠
り
が
ち
に
な
り
ま

す
。
子
ど
も
も
疲
れ
て
眠
く
な
っ

て
い
る
。
つ
ま
り
親
子
の
側
の
注

意
が
散
漫
に
な
っ
て
い
る
状
態
、

こ
れ
が
２
番
目
で
す
。

　
３
番
目
は
子
ど
も
が
身
に
つ
け

て
い
る
も
の
で
す
。
遊
園
地
で
買

っ
た
お
み
や
げ
や
ポ
シ
ェ
ッ
ト
を

引
き
ず
っ
て
い
た
り
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト イラスト：大久保ナオ登

　
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
事
故
の
な
か
で

も
、
特
に
憂
慮
さ
れ
て
い
る
の
が
、
ス

カ
ー
ト
ガ
ー
ド
（
側
面
）
部
分
の
す
き

間
に
履
物
が
巻
き
込
ま
れ
て
起
こ
る
ケ

ー
ス
だ
。
本
文
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、

樹
脂
製
サ
ン
ダ
ル
に
よ
る
こ
の
事
故
が

最
近
多
発
し
て
い
る
。
滑
り
に
く
い
た

め
に
、
ス
テ
ッ
プ
に
ぴ
た
り
と
付
着
し

た
柔
ら
か
い
素
材
の
サ
ン
ダ
ル
は
、
容
易

に
す
き
間
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
か

ら
だ
。
こ
の
事
故
の
う
ち
全
体
の
７４
％

は
子
ど
も
が
占
め
て
い
る
。

　
そ
の
予
防
策
と
し
て
、
施
設
管
理
者

の
側
で
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る
。
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
を
保
守
管
理
す
る
際
に
、

月
に
１
～
２
回
程
度
、
ス
カ
ー
ト
ガ
ー

ド
へ
シ
リ
コ
ー
ン
オ
イ
ル
を
塗
布
し
て

お
く
こ
と
だ
。

　
シ
リ
コ
ー
ン
オ
イ
ル
は
、
耐
熱
耐
寒
、

耐
水
性
な
ど
に
優
れ
た
フ
ッ
素
オ
イ
ル

の
一
種
で
、
潤
滑
剤
と
し
て
エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー
で
も
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
。

　
独
立
行
政
法
人 

製
品
評
価
技
術
基

盤
機
構
が
行
っ
た
シ
リ
コ
ー
ン
オ
イ
ル

を
塗
布
し
た
場
合
と
、
し
て
い
な
い
場

合
の
再
現
実
験
で
も
、
塗
布
す
る
こ
と
で

挟
み
込
み
の
減
少
が
確
認
で
き
て
い
る
。

　
経
済
産
業
省
で
も
、
頻
度
の
高
い
こ

の
事
故
の
結
果
を
重
く
見
て
、
潤
滑
剤

の
塗
布
を
行
う
よ
う
に
要
請
し
て
い
る
。

事
故
を
未
然
に
防
ぐ

潤
滑
剤
の
塗
布
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が
脱
げ
か
け
て
い
る
、
あ
る
い
は

ネ
ッ
ク
ス
ト
ラ
ッ
プ
も
気
に
な
り

ま
す
。
こ
う
い
う
も
の
が
、
エ
ス

カ
レ
�
タ
�
や
自
動
ド
ア
な
ど
に

巻
き
込
ま
れ
る
危
険
性
を
秘
め
て

い
ま
す
。

　
４
番
目
は
天
候
や
時
間
で
す
。

遅
く
な
っ
た
帰
り
の
夕
暮
れ
ど
き

や
夜
間
な
ど
は
視
野
が
狭
く
な
っ

て
い
ま
す
し
、
雨
の
日
な
ど
は
、

外
の
階
段
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

駅
の
な
か
で
も
傘
の
し
ず
く
が
落

ち
て
滑
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
の

で
要
注
意
で
す
。

　
そ
し
て
最
後
は
、
事
故
に
つ
な

が
り
そ
う
な
器
物
で
す
。
子
ど
も

が
触
れ
る
部
位
に
指
を
挟
む
よ
う

な
す
き
間
が
あ
っ
た
り
、
壊
れ
て

危
険
な
も
の
が
あ
っ
た
り
し
な
い

か
に
気
を
配
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」

　
横
矢
氏
は
こ
の
危
険
な
要
因
を

カ
�
ド
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
と
い
う
。

　「
カ
�
ド
が
多
く
な
る
と
危
険
度

が
高
く
な
る
、
と
い
う
こ
と
を
皆

が
認
識
し
、
改
善
し
て
い
く
こ
と

で
、
子
ど
も
の
事
故
は
減
ら
せ
る

よ
う
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

エ
ス
カ
レ
�
タ
�
で
の

子
ど
も
の
事
故

　
エ
ス
カ
レ
�
タ
�
で
の
子
ど
も

の
事
故
も
多
い
。
な
か
で
も
、
最

近
懸
念
さ
れ
て
い
る
の
が
子
ど
も

の
履
い
て
い
る
サ
ン
ダ
ル
が
巻
き

込
ま
れ
て
起
こ
る
事
故
だ
。

　
２
０
０
７
年
、
５
歳
の
子
ど
も

が
東
京
駅
の
エ
ス
カ
レ
�
タ
�
の

ス
テ
ッ
プ
側
面
に
あ
る
す
き
間
に

巻
き
込
ま
れ
、
足
の
中
指
骨
折
、

指
の
爪
を
３
本
は
が
す
事
故
が
発

生
し
た
。

　
こ
の
と
き
の
事
故
調
査
を
行
っ

た
独
立
行
政
法
人
製
品
評
価
技
術

基
盤
機
構
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
樹

脂
製
の
サ
ン
ダ
ル
の
危
険
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
柔
ら
か
く
、
伸

び
や
す
く
、
滑
り
に
く
い
と
い
う

樹
脂
製
サ
ン
ダ
ル
の
特
徴
が
、
エ

ス
カ
レ
�
タ
�
で
は
か
え
っ
て
マ

イ
ナ
ス
要
素
と
し
て
働
き
、
巻
き

込
ま
れ
る
割
合
が
高
い
と
い
う
結

果
が
出
て
い
る
の
だ
。

　
エ
ス
カ
レ
�
タ
�
に
乗
っ
た
際

に
見
て
い
た
だ
け
ば
わ
か
る
よ
う

に
、
ス
テ
ッ
プ
の
周
囲
に
は
、
黄

色
い
線
が
表
示
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
線
の
上
に
足
を
乗
せ
る
と
引

き
込
ま
れ
る
原
因
に
な
る
の
で
危

険
と
い
う
表
示
だ
。
も
し
、
子
ど

も
が
こ
の
樹
脂
製
サ
ン
ダ
ル
を
履

い
て
乗
る
場
合
は
、
普
段
以
上
に

黄
色
い
線
の
内
側
に
乗
っ
て
い
る

か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
欲
し
い
。

　
エ
ス
カ
レ
�
タ
�
は
便
利
な
乗

り
物
で
あ
る
反
面
、
誤
っ
た
乗
り

方
を
す
る
と
危
険
な
場
所
へ
と
変

貌
す
る
。
事
故
を
起
こ
さ
な
い
乗

り
方
︵
コ
ラ
ム
を
参
照
︶
を
し
て
、

快
適
に
移
動
し
た
い
。

子どもを連れてエスカレーターに乗るとき、注意しておくべき主な事項を以下にまとめました。

子どもだけでなく、大人でも役に立つことも多いと思います。

履き物をステップのすき間に
押し付けない

本文でも触れたが、ゴムやビニール

製など柔らかい材質の履き物のつま

先やかかとをスカートガードパネル

やステップの隙間に押し付けないこ

と。足を引き込まれる危険がある。

 幼児を一人で乗せない
子どもは一人で乗りたがることがよ

くある。特に幼児の場合は転びやす

いので、親はしっかり手をつないで

乗ること。　 

 移動手すりにつかまる
移動手すりにつかまって乗るように

子どもに教えること。緊急停止した

ときなど、移動手すりにつかまって

いないと転倒してしまう危険がある。

 移動手すりから乗り出さない
天井に頭をぶつけたり三角部に頭を

挟まれる恐れがあるので、移動手す

りから身を乗り出さないよう注意す

ること。

 衣類の裾を踏段に接触させない
ポシェットなど本文のほか、ロングスカー

トや長いマフラーを身につけている場合は

接触しないよう、またひも靴を履いている

時はひもがほどけていないかに注意する。

 ベビーカーを乗せない
万が一、うっかり手を離してしまうこ

とがないとは言えない。ベビーカーで

はエスカレーターに乗らないこと。

 携帯電話を使わない
エスカレーターで電話をしたり、メー

ルを見たりしていると、携帯電話の方

に意識がいってしまい、つい子どもへ

の注意がそれてしまいがちになる。

 くしなどに手を触れない
踏段やくし、スカートガードパネルや

インレット（移動手すり入り込み口）

に手を触れるとけがの原因となる。

　2008　Vol.15

事故を起こさないエスカレーターの乗り方とは？



　
航
空
規
制
緩
和
に
よ
っ
て
、
欧
米
で
は
旅
客
機
が
小
型
化

す
る
傾
向
に
あ
り
、
地
方
の
空
港
で
も
海
外
便
の
離
発
着
を

行
う
よ
う
に
な
っ
て
き
た
、
と
い
う
話
は
以
前
に
こ
の
コ
ラ
ム

（
本
誌
V
o
l.
7「
こ
れ
か
ら
の
旅
客
機
は
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
へ
」）

で
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
流
れ
が
い
よ
い
よ
日
本
に

も
押
し
寄
せ
て
き
そ
う
な
気
配
だ
。
２
０
０
９
年
３
月
に

静
岡
県
牧
之
原
台
地
に
開
港
が
予
定
さ
れ
て
い
る
富
士
山

静
岡
空
港
あ
た
り
は
、
そ
の
先
駆
と
み
て
い
い
だ
ろ
う
。

　
最
近
は
中
国
か
ら
来
日
す
る
観
光
客
の
数
が
増
加
し
て
お

り
、
な
か
で
も
富
士
五
湖
、
伊
豆
あ
た
り
は
人
気
ス
ポ
ッ
ト

に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
富
士
山
静
岡
空
港
が
で
き
る
と
、

観
光
は
ず
っ
と
楽
に
な
る
。
今
は
い
っ
た
ん
成
田
か
羽
田
の

ハ
ブ
空
港
（
拠
点
空
港
）
に
降
り
立
ち
、
そ
こ
か
ら
新
幹
線

か
バ
ス
を
使
っ
て
や
っ
て
く
る
と
い
う
コ
ー
ス
が
普
通
だ
が
、

海
外
便
が
こ
の
空
港
に
直
接
着
く
よ
う
に
な
れ
ば
、
観
光
客

の
数
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
増
す
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
中
国

だ
け
に
限
っ
て
も
、
人
口
お
よ
そ
13
億
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、

ま
だ
ま
だ
拡
大
の
余
地
が
あ
る
と
い
う
わ
け
だ
。

　
富
士
山
静
岡
空
港
の
真
下
に
は
、
東
海
道
新
幹
線
が
走
っ

て
い
る
。
今
の
と
こ
ろ
駅
は
な
い
が
、
い
ず
れ
こ
こ
に
新
幹

線
が
停
ま
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
空
港
の
利
便
性
は
格
段
に
よ

く
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
空
港
か
ら
車
で
20
分
と
い
う
近
さ

の
距
離
に
新
東
名
自
動
車
道
も
建
設
中
だ
。

　
静
岡
ば
か
り
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
佐
賀
で
も
空
港
を
拡

張
し
て
国
際
空
港
に
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
持
ち
上
が
っ
て

い
た
り
と
、
地
方
空
港
の
持
つ
役
割
は
今
ま
で
と
は
全
く
違

っ
た
も
の
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
か
ら
は
観
光
立
国

を
目
指
そ
う
と
し
て
い
る
日
本
、
ど
う
や
ら
そ
の
鍵
は
地
方

空
港
に
あ
る
と
言
え
そ
う
だ
。（
談
）

日本でも注目され始めた地方空港。
その活性化の契機として外国人観光客が注目されている。

法政大学 教授  黒川 和美

写真：富士山静岡空港 完成予想図 （提供：静岡県）


